














はじめに 

新生児マス・スクリーニング体制が確立されたことにより先天性代謝異常症の発見は高率

になり早期発見,早期治療が現実のものとなっている 1)。このうち Histidine 血症児につ

いては知能障害の率が他のフェニールケトン尿症などの疾患に比して低いことから治療基

準についても意見の差がみられている｡しかしこれらは知能障害の観点からの意見であり

詳細な児の発達を検討した報告は少く,多くの疑問が残されている。 

われわれは言語障害,知的な問題を含めた発達障害の見地より,発達指数,知能指数のみに

囚われることなく,各年齢に応じた発達的な神経心理学的検討を加え若干の知見を得たの

で報告する。 


